
 

 

 

 

 

 

女性活躍推進法等に基づく一般事業主行動計画 （伊藤忠商事株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景・課題認識 

 伊藤忠商事は、企業の持続的発展のためには「組織としての多様性が不可欠」との認識の

下、「人材多様化推進計画（2004 年 1 月～2014 年 3 月）」の推進により、他社に先駆けて女

性社員を含む多様な人材の数の拡大、定着・活躍支援を行ってきた。これにより女性の数は

一定数まで拡大し、仕事と家庭の両立を支援するための制度も法定を上回る水準で整備  

された。 

 前一般事業主行動計画期間中（2016 年 4 月～2021 年 3 月）には、採用数を拡大した女性 

総合職の世代がライフイベントを迎え、そこで直面する多様な事情に対し、一律の制度に加

え、より実態に即した木目細かい個別支援（子女のみ帯同駐在員への支援等）を実施した。 

 女性総合職の採用数が拡大した世代である 30代後半が役職適齢期を迎え、「性別に関係な

く」組織長を競うためには、今後の成長・活躍支援が必須であり、個別事情に応じた丁寧な 

支援を継続する必要がある。（SDGs目標 5「ジェンダー平等」にも貢献） 

 働き続ける基盤となる健康支援の継続に加え、多様性の受容（ダイバーシティ＆インクルー

ジョン）や、無意識の偏見（アンコンシャスバイアス）に対する理解を深め、男性社員の育児 

休業取得の定着等、性別に関係なく、全ての社員にとって多様な価値観が尊重され、能力を

最大限発揮できる「厳しくとも働き甲斐のある」企業風土の醸成を目指す。 

 

取組内容 

1．キャリアを躊躇する壁を取り除く施策  

 (1) ライフイベント 

・個々の事情とキャリア形成を考えた働き方を自律的に選択し、会社は選択した働き方に応じ

た支援を実施（時短勤務は不足時間に対する減給の免除、フルタイム勤務は在宅勤務条件

の緩和等）。 ※介護事由も含む。 

・再雇用制度の更なる有効活用・フォローの実施（定期的な情報発信、活躍事例の共有等）。 

伊藤忠商事は、女性活躍推進法及び次世代法の両法に基づく一般事業主行動計画を以下の通り

策定しました。引き続き、社員の個別事情に応じた支援を継続し、性別に関係なく、社員一人ひとり

の自律的なキャリア形成を支援し、全ての社員にとって多様な価値観が尊重され、能力を最大限

発揮できる「厳しくとも働き甲斐のある」企業風土の醸成を目指します。     （2021年 4月 1日） 

 

 

計画期間： 令和 3年（2021年）4月 1日～令和 6年（2024年）3月 31日 

目標： 

① 女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供に関する数値目標 

採用した労働者に占める女性労働者の割合  ： 25% 

労働者に占める女性労働者の割合        ： 25% 

管理職に占める女性労働者の割合    ： 9% 

 

② 職業生活と家庭生活との両立に資する雇用環境の整備に関する数値目標 

男女別の育児休業取得率及び平均取得期間  ： （男性）50%以上 



 

 (2) 海外駐在 

・ライフイベントを迎える前の早期海外派遣、個別支援の継続（子女のみ帯同する海外駐在員

の親の渡航・滞在支援、現地でのベビーシッター費用の補助等）。 

・様々な駐在事例の共有による、自律的なキャリア形成を支援。 

・キャリアビジョン面談を活用した夫婦同時・同国駐在検討のためのコミュニケーション強化。 

 

(3) 意識・環境 

・マネジメントによる社内外への発信（政府関連等の女性活躍支援策への賛同、社員向けメッ

セージ等）。 

・多様性の受容（ダイバーシティ＆インクルージョン）や無意識の偏見（アンコンシャスバイアス）

に関する理解促進(ダイバーシティウィーク、組織長ワークショップ等）。 

・男性社員・組織長を対象とした、育児休業取得促進の継続。 

・上司、配偶者同席（社外は任意）の上での育児休業からの復職後フォローアップ研修の実施。 

 

2． 将来の役職者候補に向けた機会の付与 

・海外駐在・出向・代行職を通じたマネジメント経験の計画的な付与。 

・本人と原籍部署での面談、及び人事・総務部との面談を通じた状況把握、モニタリングの強化。 

 

3． 事務職のキャリア支援 

・部門別・職能部別キャリア・ミーティングの事務職への拡大。キャリアパスや目指す姿を共有し、

自律的にキャリアを考える機会を付与。 

・能力・意欲・覚悟ある事務職が職掌移動に挑戦できる様、海外駐在・出向の機会を付与。 

・育児休業中の自己研鑽拡充。キャリアビジョン支援研修に加え、外部研修の機会を付与。 

 

 

以 上 


